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1. はじめに

土壌伝染性植物病原菌のうち，いわゆる菌糸棲息菌で

ある Rhizoctoniasolaniは他の菌と比較して，土壌中

の菌糸は溶菌に対し耐性が強いとされている1)札 13)。土

壌中の菌糸は最終的に溶解，消矢するが，溶菌の起りや

すい菌株と起り難い菌株が存在する9)，18)。また，菌糸が

溶解，消失する過程に二つの型がある9)。その一つは最

初菌糸細胞壁の一部から溶解の始まる部分的溶菌型であ

り，他の一つは，はじめ菌糸細胞の隔膜部分が切離し，

のち細胞内容物の消失した細胞墜が溶解する隔膜切離型

である。地上型とされる I型18)に属する菌株は溶菌が

起り易心部分的溶菌型に属するものが多く，地表型と

される II型18)の菌株は溶菌し難く隔膜切離型に属す

るものが多L、。さらに R.solaniの菌糸溶菌は土嬢に有

機物を施し，溶菌微生物を増殖させたり 12)，Bacillus 

subtilisを接種したとき顕著になり 11)，また土壌中の菌

糸周辺や溶菌部位には微生物の増殖が観察されている9)。

これらのことから本菌の菌糸溶菌には微生物が関与して

いることが示唆される。また，土壌中や植物残澄上にみ

られる濃褐色の菌糸は長期間土壌中に生存する2)，8)，17)

とされていることから，菌糸の状態によっても溶菌に対

する耐性が異なることがうかがわれる。

本実験は R.sοlaniの菌糸溶菌の起り易い条件また菌

糸のi部位や状態による溶菌のちがし、，および溶菌による

菌糸の生存と腐生的活性の低下について検討したもので

ある。

Il. 実験材料と方法

1. 供試菌株北海道大学農学部植物学教室保存菌株
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のうち F-15，B-5，および F-20の3菌株を用いた。 F-

20は2核の Rhizoctoniaであり完全時代はまだ認めて

ないが CeratobasidiumSp・と菌糸隔合し，病原性は比

較的弱L、が，腐生能力は他に比べ強い。 F-15，B-5の分

類学的位置および生態的諸性質は既報の通りである10)。

2. 土壌前報で用いた北海道大学農学部農場の中に

設けた休閑地の土壌(植壌土 pH5.2~5.4)を採取し，直

ちに2mmの箭でふるL、，最大容水量の 40-45%とし，

これを畑地土壌として実験に用いた。ただし土壊による

溶菌の比較には畑地土壌の他，牧草地土壌(壌土，pH5.0)，

森林土壌(腐植土， pH5.0)の採取後1週間内外のものを

用いた。

3. 菌糸細胞の生死判別法 WEINDLING19)方法によ

り， 0.03%中性赤水溶液で菌糸細胞を染色し菌糸細胞

の液胞が着色し，原形質の染らないものを先づ生細胞と

し，液胞，原形質とも均一に染色されるものを死細胞と

した。さらに生細胞を 1モノレショ糖溶液に入れ，凹型の

原形質分離を起すものを最終的に生細胞とした。

4 菌糸残存率，菌糸細胞残存率，菌糸細胞生存率

前法の方法的に従い，殺菌スライドガラスの表面に2%

脱塩水寒天培地 (WAとする)の薄層をつくり，その中

央に菌を接種し，それを殺菌シャーレに入れ，250C，3~ 

5日間保ち，菌糸を生育させた。 このスライドガラス上

に土壌を約1cmの厚さにおき，土壌と菌糸を接触させ

た。前と同じ条件で所定期間保ったのち，スライドガラ

スを取り出し，表面の土壌を静かに洗い落し，乳酸々性

アニリンプJレー溶液で染色し，菌糸を観察した。顕微鏡

視野 (10x 20)内に定めた任意の直径を横切る菌糸のう

ち，正常な形態を示すものの割合を求め，この値を菌糸

残存率とした。そのほか菌糸の個々の細胞の残存率すな
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わち菌糸細胞残存率は次の方法によった。前と同様土壊 各菌株とも残存する菌糸は WA培地が最も低く， Cz-

と接触させた菌叢のうち，接種源から 5-10mmの部分 Y寒天i白地，ぺプトン寒天培地およびスライドガラスと

の菌糸につき 300-350細胞を観察対照とした。細胞壁 の聞に明らかに有意差が認められた。 Cz-Y寒天培地，

が部分的に溶解を示すもの，および隔膜部分が切離し， ベプトン寒天培地表面の菌糸は，淡褐色を呈するものが

原形質が完全に消失している細胞を湾菌細胞とみなし， 多く，これら菌糸では隔膜部分の切離が主にみられ，細

全観察細胞に対する百分率を菌糸細胞残存率とした。ま 胞壁の)部分的溶菌はみられない。WA培地やスライドガ

た同じ方法により菌糸細胞の生死判別の結果から，菌糸 ラス上の菌糸は無色のものが多かった。 とくに WA培

細胞生存率を求めた。 池上の菌糸周辺に微生物が多く生育した。スライドガラ

5. 腐生的活性の測定径12cmのシャーレにWA ス表面の菌糸にも溶菌はみられるが， WA倍地上の菌

平板をつくり，菌を接種し， 250C， 5日間培養する。菌 糸と比較し，表面に生育する微生物数は少なく，残存菌

核，厚膜胞子の形成されていないことの菌叢表面に土壌 糸が多かった。また，いずれの培地においても前報9)と

を置き 1-3週間前と同じ条件にお、 土壌と接触させ 同様B-5菌株の残存菌糸が最も少なく，他2菌株との間

る日数のちがし、により"溶菌程度の異なる歯叢が得れる。 に有意、差が認められた。

所定期間毎に土壌を除き，流水で菌叢表面を洗ったのち 2) 培地の濃度と溶菌培地の濃度と溶菌の関係をみ

その表面に乾燥した成熟j"?茎)「を置く。 j"?茎は長さ るため Cz-Y寒天埼地を2，5，10倍に希釈したものにつ

1cm，予めプロピレンオキサイドで殺菌しておく。 250C， いて，前と同様の方法で3菌株の菌糸の残存率を調査し

3日間培養後，アマ茎を取り出し，酸性WA培地上に置 t.::.o対照として WA培地を用いた(第2表)。

き，それより供試菌株の分離される割合を用いたアマ茎

の数に対する百分率で表わし，これを腐生的活性とした。 第2表 菌糸生育域地の濃度と菌糸残存率

111.実験結果

1. 菌糸生育基質と溶菌菌糸の生育した寒天培地薄

層の種類および土壌表面生育菌糸と溶菌との関係を比較

した。

1) 培地の種類と溶菌 スライドガラス表面につくっ

た WA培地， 0.1%イーストエクストラクト加用ツア

ベックドックス (Cz-Yとする)寒天培地， および0.5%

ベプトン寒天培地の上に生育した菌叢を土壊と接触さ

せ，菌糸の生育する培地の種類と溶菌を比較した。対照

として湿室中の殺菌スライドガラス表面に生育させた菌

糸を用いた。供試3菌株の菌糸を土壊と接触させ， 21日

後に菌糸残存率を調査した(第1表)。

第1表菌糸生育培地の種類と菌糸残存率

培地の種類

Cz-Y寒天培地c)

ベプトン寒天培地

脱塩水寒天培地

スライドガラス

l占弓丹幼平均a)
|(%) 

69.5. 20.8η 

平均b) 1 71.5 22.1料 65.01

(2反復， 80視野の平均値)

a) LSD 1 % =25.9 b) LSD 1% =22.4 

c) 0.1% yeast extract加用 CZAPEK-Dox寒天培地

培地の濃度 1岡田「平和)
F-15 B-5 F-20 I (%) 

Cz-y寒天球地c) 81.4 29.8 84.0 65.1 

1倍希釈Cz-y寒天培地 79.0 28.7 81.7 63.1 

5f古希釈 11 82.6 25.8 77.1 61.8 

10倍希釈 ノケ 66.3 5.4 35.7 35.8** 

脱塩水寒天培地 54.0 o 25.4 26.5** 

平 均b) 1 72.7 17.9料 60.81

(2反復， 80視野の平均値)

a) LSD 1%=24.6 b) LSD 1%=19.0 

c) 0.1 ro yeast extract加用 CZAPEX-Dox寒天培地

いずれの濃度においても，前と同様 B-5菌株の残存菌

糸が最も少く，他2菌株との問に有意、差が認められた。

また各菌株の菌糸残存率は 10倍希釈Cz-Y寒天塙池，

WA培地で高く， 他の培地との聞に有意、差がある。 こ

れら培地上の菌糸は無色のものが多く，かつ表面に生育

する微生物が多い。これらの結果から，培地の濃度が低

下すると，生育する菌糸は無色のものが多くなり，その

表面に多くの微生物が増殖し，菌糸の多くは分解，消失

する。すなわち，溶菌に対する耐性は菌糸の状態と表面

に増殖する微生物が関係すると認められる。

3) 土壌表面生育菌糸の溶菌直接土壌表面を生育し

ている菌糸の形態を観察するため，径9cmのシャーレ

に無殺菌畑土援を 5-7mmの深さに入れ，表面を綴密
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に閤め，その中央の円型のカバーガラス(径18mm)上

に，ショ糖加用ジャガイモ煎汁寒天培地上に生育してい

る菌叢の生育先端を径15mmのコノレクポーラーで打ち

放き接種源として置いた。 250C，湿室に保ち， 10日と 20

日後に土壌表面菌糸をセロファンテープで回収し，乳酸

々性アニリンブルー溶液で染色し，検鏡した。用いた菌

株は B-5である。

土壌表面に生育した菌糸を 10日後に検鏡すると，他の

糸状菌が巻ついたり(図版 1，2-3)，あるいは放線菌がそ

の表面に生育するのがみられた(図版1，1)。その一部の

細胞は内容物を消失したものもあった。 20日後には細胞

内容物を消失し，収縮，変形した菌糸，あるいは細胞壁

の一部が溶解したものもあらわれた。これらの観察から

も土壌表面に生育した菌糸も，その表面に微生物が次第

に増殖し，最終的に細胞壁が溶解し，菌糸が消滅すると

認められる。

2 土壌の種類と菌糸溶菌殺菌土嬢，無殺菌土壌お

よび水分含量のちがし、による菌糸の溶菌を比較した。

1) 殺菌，無殺菌土犠中における溶菌供試3菌株の

溶菌を採取直後の畑地土壌とこれを1.5気圧，1時間高圧

滅菌したものについて，菌糸残存率を 14日と 21日後に

比較した(第3表)。

無殺菌畑地土壌中の菌糸は表面に微生物が増殖し，溶

菌がおこり， 21日間土壌と接した菌糸は溶菌をうけるも

のが増加した。菌糸残存率は前の結果と同様 F-15>F-

20>B-5のl順であった。殺菌畑地土壌中の F-15，B-5の

第3表殺菌，無殺菌畑地土壌中の菌糸残存率

無殺菌畑地 殺菌畑地土
土壌中の菌糸 壌中の菌糸

供試菌株 14日後 21日後 14日後 21日後

(0/0 ) (%) (%) (%) 

F-15 68.8 63.7 100 100 

B-5 15.4 1.3 100 100 

F-20 52.7 33.9 100 98.8 

(2反復， 80視野の平均値)

第4表土擦の種類と菌糸残存率

畑地土壌a) I 牧草地土嬢b)

(%)一 ~%2

8.3 30.5 

森林土壌c)

(%) 

10.6 

供試菌株;B-5土擦と接触させ21日後に調査
(2反復 80視野の平均値)
a) 植壌土， pH5.2 b) 壕土， pH 5.0 c) 腐
植土， pH5.0 

菌糸は溶菌がおこらず， 21日後も全ての菌糸が正常な形

を保っていた。 F-20菌糸では稀に隔膜部分の切離がみ

られた。これらの結果は菌糸細胞の溶解，消滅は他の微

生物によることを示している。

つぎに畑地土壌の他，牧草地土壌と森林土壊の採取後

1週間内外のものについて， B-5菌株の 21日後における

菌糸残存率を比較した(第4表)。

畑地土壌ではこれまでの結果と同様，ほとんどの菌糸

が溶解，消失し，残存するわずかの菌糸片も表面に微生

物が増殖し，細胞壁ぷ部分的に溶解していた。これに対

し，牧草地，森林土壌何れにあっても，菌糸周辺に微生

物の増殖がみられるにもかかわらず，畑地土壌のように

菌糸が完全に溶解，消失するものはなく，大部分の菌糸

は細胞壁の部分的溶解を示したにすぎない。残存する菌

糸は森林，畑地両土壌で大差ないが，牧草地土壊ではや

や多かった。すなわち本菌の溶菌程度は土壌の種類によ

り多少はあるが，何れも溶菌がおこる o

2) 土壊水分含量と溶菌無殺菌畑地土壌の水分合量

を最大容水量 (MHC)の 30，45， 550/0 にそれぞれ調整

し，それらについて 14日と 21日後に B-5菌株の菌糸

の溶菌を比較した(第5表)。

第5表土議水分含量と菌糸残存率

38.9 7.6 

(供試菌株 B-5，2反復80視野の平均値)

MHCの30%の土壌の菌糸残存率は 14日， 21日後と

も， 45%，55%の土壌に比べて高い。菌糸の溶菌状態を

みると， MHCの45%，55%の土壌では， 30%の土壌に

比べ，菌糸周辺における徴生物の増殖が多く，細胞内容

物を消失した菌糸と細胞壁が部分的に溶解した菌糸が観

察された。一方 MHCの30%の土壌では細胞壁が部分

的に溶解した菌糸は少なく，細胞内容物を消失したもの

や隔膜部分から切離した菌糸が多かった。菌糸周辺にお

ける微生物の増殖は他の土壌より少なし、。これらのこと

から本菌の菌糸溶菌は土壌水分の高い方が速かにおこる

と考えられる。

3. 菌糸の状態と溶菌菌糸を人為的に殺し，細胞内

酵素を不活化させた死菌死の溶菌は外国的溶菌(hetero-

!ysis)によるとされる7)。そこで生菌糸と人為的に殺

した死菌糸を用いて土嬢中の溶菌を比較し，R.solaniの
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溶菌が内的自己溶菌， (autolysis)，外図的溶菌の何れによ

るかを検討した。また菌糸の部位や無色，褐色菌糸の溶

菌について比較した。

1) 生菌糸，死菌糸の溶菌供試3菌株のスライドガ

ラス上の寒天薄層に生育させた菌糸を生菌糸とし，これ

を密閉したデシケーター中に入れ，プロピレンオキサイ

争 ドで 24時間処理したものを死菌糸とした。これら菌糸

を土嬢と接触させたのち， 14日， 21日後に菌糸残存率を

比較した(第6表)。

第6表土壊中における生菌糸，死菌糸の残存率

生菌糸 死菌糸

供試菌株 I 14日後 同ド4日後 21日後
(%) (%) I (%) (%) 

F-15 68.8 63.7 89.5 87.3 

B-5 15.4 1.3 14.0 7.3 

F-20 52.7 33.9 62.0 54.1 

(2反復80視野の平均値)

供試3菌株の菌糸は生死にかかわらず，土壌中で溶菌

がみられるが，菌糸残存率はL、ずれの菌株でも生菌糸の

方が{!&¥，、。また 14日より 21日後の方が残存率は低くな

る。 3菌株の菌糸残存率は菌糸の生死と関係なく F-15>

F-20>B-5の順である。 これとは別の実験で75%アノレ

コーノレに20分間浸漬し殺した菌糸も同様に溶菌が観察

された。死菌糸も生菌糸同様に溶菌がおこり，その程度

は生菌糸より少ないが，本菌の菌糸溶菌は主に土壌中の

微生物が関与する外図的溶菌 (heterolysis)によるもの

と認められる。なお死菌糸の溶菌状態についてみると，

3菌株とも生菌糸と同じ型を示した。

2) 主軸菌糸，分岐菌糸の溶菌接種源、からまっすぐ

生育する主軸菌糸とそれから鋭角あるいは直角に分岐す

る分岐菌糸について，土壌中における溶菌の形態，菌糸

細胞残存率を F-15，B-5， F-20の3菌株について比較

した(第7表)。

F-15， B-5菌株の主軸菌糸，分岐菌糸の細胞残存率か

ら，主軸菌糸は土壌中で残存するものが多く，分岐菌糸

は少なし、。 F-20では雨菌糸細胞聞に残存率の差は認め

難い。 F-15，F-20の主軸，分岐菌糸とも隔膜部分から

切離するものが多く， F-15の分岐菌糸は21日後先端細

胞の細胞壁に部分的溶解がみられた。 B-5は3菌株中残

存菌糸細胞が最も少なく，主軸，分岐菌糸とも細胞壁が

部分的に溶解され， F-15のように菌糸細胞の部位による

溶菌状態に差はみられなかった。これらの結果から，主

第7表土嬢中の主軸菌糸，分岐菌糸細胞の溶菌

菌糸細胞残存率a)

供試菌株 菌糸部位 10日後b) 21日後b)

(%) (%) 

主軸菌糸 85.6 78.6 
F-15 

分岐菌糸 46.0 42.6 

30.7 19.8 
B-5 

分岐菌糸 16.0 4.4 

主軸菌糸 58.0 54.0 
F-20 

分岐菌糸 60.0 55.5 

a) 300-350細胞を観察

b) 土壕と接触させた日数

軸菌糸は分岐菌糸より残存菌糸細胞が多く，溶菌に対し

耐性をもっとみなされるo

3) 無色菌糸と禍色菌糸の溶菌 生育初期の無色菌糸

と日数がたち褐色になった菌糸の土嬢中における溶菌に

対する耐性について比較した。二重シャーレ法14)によ

り，内側のシャーレに Cz-y寒天培地，外側に2%WA

栽地を入れ，内側の培地に供試菌B-5を接種し， 250Cで

培養した。無色菌糸は接種4日後に外側の WA培地上

に生育したものであり，褐色菌糸は14日後の褐色を呈し

た菌叢である。これら菌糸の上に無殺菌土壌をおき，さ

らに25
0
Cで 14日および 21日間保った。その後土壌を

取り除き，小シャーレの外側から 15mm離れた部分か

ら，径5mmのコノレクポーラーで寒天円盤を1シャーレ

につき5ケ打ち抜き，その表面の菌糸について菌糸細胞

残存率を求めた。また，菌糸を土壌で覆うとき上と同じ

く小シャーレをそのまま残したものと，これを取り去っ

たものについて栄養を含む接種源のある場合とない場合

の菌糸細胞残存率を比較し第8表に示した。

14日， 21日後とも褐色菌糸は無色菌糸より残存菌糸

第8表 無色菌糸と褐色菌糸の溶菌

菌糸細胞残存率五7

菌糸の状態|接種源の有無 I14日後 21日後
%) (0/0) 

十 21.5 17.6 
無色菌糸

15.8 2.2 

十 51.7 41.4 
褐色菌糸

34.7 20.6 

a) 300-350細胞を観察
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細胞が多く，溶菌が起り難い。また，無色菌糸，褐色菌糸 4. 菌糸の生存と溶菌 菌糸の溶菌に伴う生存細胞数

とも接種源を残したまま土壌と接触させたとき残存する の減少，死滅するまでの期間が菌株により異なるかどう

菌糸細胞が多い。無色菌糸の上には微生物が生育し，細 か，また菌糸を土壌と接触させ，死滅や溶菌の進行と腐

胞壁の部分的溶解がおこるのに対し，褐色菌糸は隔膜部 生的活性との関係を比較した。

分の切離が多く，微生物の生育も無色菌糸より少なかっ 1) 生存細胞と溶菌細胞 これまでの方法により，溶

た。また，無色，褐色菌糸とも接種源を除去することに 菌に対し耐性の異なる 3菌株の菌糸を土壌と接触させた

より，細胞内容物を消失した菌糸が比較的多く観察され のち，残存菌糸細胞数と生存細胞数を比較し，これに基

た。 これらの結果から，R. solaniの褐色菌糸は無色菌 づいて菌糸細胞の土壌中における生存期間を検討した。

糸と比較し，溶菌に対し耐性を示すが，接種源の栄養が 対照として殺菌土壌中の菌糸細胞生存率を測定した。{共

存在し，それより物質の転流がおこるときは内容物の消 試3菌株の菌糸を各土壌と接触させ1日後から 21日後

失は遅く，溶菌は栄養の転流をたった場合よりおそく までの菌糸細胞残存率と菌糸細胞生存率は第1図の通り

なる。 である。
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第1図 無殺菌，殺菌土壌中の菌糸の溶菌と生存細胞

3菌株の菌糸とも無殺菌土壊と接触後2日目に分岐菌

糸の先端部の細胞が先づ死ぬことが認められた。その後

いずれの菌株も日数がたつにつれて生存細胞が減少す

る。とくに B-5の生存菌糸細胞は著しく減少し， 4日後

に生存率20%を示し， 14日後に生存細胞は認められな

くなった。 F-15，F-20の菌糸は 14日目，生存率はそれ

ぞれ 16%と3%となり，その後さらに減少するが一部

の細胞は生存していた。いずれの菌株にあっても殺菌土

壌中の菌糸に死細胞は認められるが，無殺菌土壌に比べ

るとわずかであり，菌株聞に大差はない。各菌株の外観

が正常である残存菌糸細胞と生存細胞についてみると，

Fー15，B-5は残存率より生存率の低下がすみやかで，菌

糸細胞壁が溶解しないうちに細胞の死がおこることを示

している。無殺菌土壌と接つした F-15の菌糸細胞の死

は，すでに2日後にみられ，分岐菌糸の先端細胞は膨圧

を失L、，収縮変形していた。 4日目以後隔膜部分に切離

が起りはじめるが，完全に離れず一部つながっている細

胞は生きている。 10-14日後になると隔膜部分の切れた

細胞は内容物を消失し，膨圧を失っていた。 B-5は2日

後菌糸周辺に微生物の生育がみられ，隔膜部分の切離し

た細胞がみられる。細胞壁の部分的溶解は4日後にみら

れた。 2菌株に対し F-20は10日後まで菌糸細胞残存率

と生存率に大差は認められないが，その後細胞の死が急

速に進み，生存細胞数が減少する。隔膜部分の切離は2

日目からみられるが，主に主軸菌糸細胞の中で分岐菌糸

のある細胞におこる。隔膜部分が完全に切離すると両側

の細胞は死ぬが，完全に離れず一部つながっている細胞

は生きてしる。(図版1，4)F-20は土壌をかぶせた寒天

薄層表面に厚膜細胞 (monilioidcell)を形成し，これは

21日後にも発芽力をもっている(図版1，5-6)。

これらの結果から，本菌の無殺菌土壌中の菌糸細胞の

溶菌は，何らかの原因により菌糸細胞が死んだのちおこ

ると考えられる。

2) 菌糸溶菌と腐生的活性の低下菌糸細胞壁の溶解
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や隔膜部分の切離により，菌糸の活性がどの程度左右さ

れるかを知るため，腐生的活性を指標として検討した。

菌糸を土壌と接触させたのち，溶菌程度の異なる菌叢に

ついて，始め記した方法によりア 7茎に対する腐生的着

生E与を比較し，それにより腐生的活性の低下を検討した。

なお，対照として殺菌土壌と接触させた菌叢について同

様の実験を行った。殺菌土壌と接触させたのち WA平

板上に形成された菌核，厚膜胞子は殺菌ーした解剖針で取

り除いた。

3菌株の菌糸を土壌と接触させたのち， 1， 7， 14， 21日

目の腐生的基質着生率を第2図に示した。

いずれの菌株も土嬢と接触後1日目の着生率は全て

100%であり高い腐生的活性を示した。その後各菌株と

も無殺菌土壊との接触日数が長くなるにつれて，着生率

は次第に低下し，その順向は菌株により著しく異なる。

着生率が最もすみやかに低下するのは，菌糸細胞の死滅

と溶菌がすみやかにおこる B-5であり， 7日後に着生率

は 10%となり，その後アマ茎に対する着生率は全く認

められなくなる。これについで低下のすみやかなものは

溶菌に対し耐性を示すが菌糸細胞の死滅が B-5につい

で多い F-15である。これに対し，隔膜部分の切離はお

こるが，生存細胞数が最も多い F-20は着生率の低下が

最も緩慢で， 21日後でもなお54%を示した。 対照とし

た殺菌土壌と接触させた菌糸は，無殺菌土壌の場合のよ

うに， 著しい基質着生率の低下はみられなかった。 F-

15， B-5菌株で 14日目と 21日目に基質着生率に低下が

認められたが，これは土壌を取り除いたあとの菌叢表面

に Penicilliumsp.が増殖しており，それらによる菌糸

のアマ茎への着生の阻止，あるいはアマ茎より供試菌を

分離するとき，培地上で競合がおこったためと考えられ

る。これらの結果から，土撲中で菌糸細胞の死滅がすみ

やかにおこる菌株ほど，菌糸の腐生的活性の低下がおこ

りやすいと考えられる。

IV.論議

土壌中の糸状菌の溶菌は土壌微生物の分泌する細胞壁

構成物質を分解する細胞外酵素の作用による外国的溶菌

(hetero!ysis)と土壌微生物の分泌する抗生物質や菌糸

細胞の飢餓と老化による衰弱あるいはその共同作用によ

る白己溶菌 (autolysis)によるとされているめ，九

本実験で用いた R.solani (F-15， B-5菌株)と 2核の

Rhizoctonia (F-20)とも菌糸の生育基質のちがし、ある

いは士壌の種類や水分含量のちがL、により溶菌程度が異

なる。 WA培地や希釈した栄養の少ない培地に生育す

る菌糸は溶菌が起り易く，菌糸表面やまた細胞壁の部分

的に消失した所に微生物が増殖している。しかし，栄養

の全く存在しないスライドガラス上に生育している菌糸

は溶菌が起り難い。スライドガラスに生育した菌糸表面

には寒天培地上より細菌，放線菌等の溶菌微生物が少な

L 、。菌糸の溶菌は無殺菌土撲中で、は程度の差はあれ普遍

的にみられ，殺菌土壌中では認められない。また，人為的

に殺した菌糸の細胞壁も生菌糸と同じ溶菌がみられるこ

とから本菌の菌糸溶菌は主として微生物による hetero-

!ysisと結論し得る。 しかし，死菌糸より生菌糸の方が

溶菌がやや起り易いことは一部自己溶菌による可能性も

残る。 F-20の菌糸にみられる隔膜部分の切離は純粋清

養仁iコや殺菌土嬢中の菌糸でもわずかにみられる。これは

単に機械的原因によるものか，あるいは他の要因による
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ものか明らかではない。

さらに木菌の菌糸溶菌はその部位や状態によっても異

なる。分岐菌糸より主軸菌糸，無色菌糸より褐色菌糸は

溶菌が起り難い。褐色菌糸が土壌中で長期間生存でき

る2)，8)18)ことは，溶菌に対し耐性が強いことも一因と考

えられる。各種糸状菌の着色した胞子や菌糸の細胞壁は

肥厚し，土壌中の溶菌，その他各種環境に耐性が強いと

され，その微細構造は電子密度の高い層にメラニンある

いはメラニン様物質が含まれるためと考えられている3)。

また，R. solaniは細胞壁構成物質の中に存在するメラ

ニンあるいはその関連物質により菌糸溶菌に比較的耐性

であるとされている1)，13)。菌株間，菌糸の部位や着色程

度により溶菌が異なるのは，それら物質の存否によるか

は明らかでなし、。 無色菌糸より褐色菌糸の方が，また

B-5より F-15の菌糸の方が細胞壁の肥厚が著しい10)こ

とから，溶菌の難易は菌糸細胞壁の肥厚が一つの原因と

も考えられる。

R. solaniの土壌中の活動は溶菌により左右されると

もいわれている11)，12)。 本実験で用いた3菌株の菌糸の

溶菌は何んらかの原因により菌糸が死んだのちにおこ

る。従って菌糸の溶菌は菌糸消滅の最終段階としておこ

るものであり，菌糸の生存を直接左右する要因とは考え

難い。土媛中の腐生的活性との関係についてみると， i:共

試3菌株の土嬢中の腐生的活動の維持期間は F-20>B

5迄F.:.15の順である15)，16)。 腐生能力が強く，士吉~に接

種後も長期間にわたり分離される F-20の菌糸は，土援

と接つしたのちの生存細胞数が多し、。 これに対し， B-5 

菌糸は土援と接つしたのち，菌糸は最もすみやかに死滅

し，溶菌も起りやすく，また腐生的活性の低下もすみや

かにおこる。ついで腐生能力のSJSJl、F-15の菌糸も土嬢

と接触後死滅しやすい。従って 3菌株につき，菌糸だけ

をみると，土壌中ですみやかに死滅しやすい菌株ほど腐

生的基質着生能力の低下がすみやかにおこるものと考え

られる。しかし，菌糸の消失により，土壌中の菌が完全

に消滅するのではなく， F-15， B-5はすみやかに菌核を

形成し8)，F-20は厚膜細胞 (monilioidcell)をつくり生

存するものである。

以上のことから，寄主植物の存在しない土壌中で長期

間生存し得るのは褐色菌糸があり，他はすみやかに死滅，

溶解し，生存できず，菌核ほど耐久生存に重要な役割を

果すとは認め難い。

V.摘要

1. R. solani (F -15， B-5菌株)と 2伎の Rhizoctonia

(F-20菌株)について，土壌中における菌糸溶菌におよ

ぼす要因とそれが菌糸の生存，腐生的活性におよぼす影

響について検討した。

2. 菌糸溶菌は菌糸の生育する基質や土壌により異な

る。脱塩水寒天培地や栄養の乏しい培地に生育した菌糸

はとくに顕著であり，無殺菌土E寝中では普遍的に認めら
れ，とくに湿潤土壌中で著しい。しかし，殺菌土壌中で

はおこらない。

3. 菌糸の部位や状態により，溶菌の頻度は異なる。

主軸菌糸より分岐菌糸，褐色菌糸より無色菌糸に溶菌が

おこり易い。とくに主軸の褐色菌糸は溶菌に耐性が強い。

4 無殺菌土壌中でのみ溶菌がおこり，溶菌部位に微

生物が増殖している。死菌糸でも生菌糸同様溶菌がおこ

る。また溶菌は菌糸細胞の死後おこる。これらのことか

ら本菌の菌糸溶菌は自己溶菌 (autolysis)ではなく，他

の微生物が関与する外因的溶菌 (heterolysis)である。

5. 供試菌株中，菌糸細胞の死滅，溶菌のおこり難い

菌株では，菌糸が土壌中に長く生存し，高い腐生的基質

着生能力を維持する。そのうち長期間土嬢中に生存し得

るものは褐色菌糸のみであり，他は長期間生存出来ず，

それらは菌株ほど耐久生存に重要な役割は果していない

と認められる。
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Resume 

The hyphal lysis in soil and its effects on the 

saprophytic colonization of dried flax stem pieces 

were studied with 2 different isolates of Rizoctonia 

solani Kuhn and a binucleate Rizoctonia. 

Hyphae growing on agar media were lysed more 

readily by unsterilised soil as compared with those 

on the surface of the soil. Th巴 averageremaining 

hyphae grown on nutritionally de五cientwater agar 

was significantly lower than those on nutrient rich 

media such as Czapek's-Dox and pepton agar. The 

rate of hyphal Iysis and development of other 

microorganisms， such as actinomycete and bacteria 
on the surface of hyphal celJs were observed in 

all unsteirlized soils， but not in sterilized soil. The 

hyphal lysis of the fungus was mor巴 rapidin wet 

than in dry soil and the !ytic property in unsteri・

lized soil was widespread. 

Propylen oxide-killed hyphae were also !ysed by 

unsterilized soil. There was no considerable di妊-

erence in lysis patterns between the living and 

killed hyphae. These results suggest that the hy-

phal lysis of Rhizoctonia is a heterolytic phenome司

non associated with the presence of other soil 

microorganisms. The hyphal cell death were de-

termined with vital staining in neutral red solution 

and plasmolysis in sucrose solution. The hyphal 

lysis and the cell death were observed more fre-

quently in the hyalin， side branching hyphae which 

were most susceptible to soil mycolysis. Conver・

sely， the brown coloured main running hyphae 

were much more resistant and many of them 

remained viable. 

Considerable reduction of the saprophytic activ司

ity determined by colonization of flax stem pi巴ces

was observed with the isolate in which hyphal-cell 

death and lysis occurred more rapidly. 

図版説明

図版 1 1. 土壌表面生育菌糸上に生育した放線菌

2， 3. 土壌表面生育菌糸に巻ついた糸状菌
4. 生体染色による生細胞と死細胞 (F-20)

5，6. 溶菌をうけず残在した厚膜細胞 (moniloidcelJ)の発芽 (F-20)
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